














































































 先行研究において HMB の骨格筋に対する作用機序は
殆ど明らかになっていない。しかしながら、本研究では
HMB の摂取により骨格筋のインスリン作用が増強して
いることを明らかにした。この結果は、HMB は骨格筋の
インスリン作用を増強することにより筋蛋白質の合成促
進か分解の抑制、もしくはその両方により筋委縮を抑制し
ている可能性を強く示唆している。 
 
【結論】HMB の摂取は骨格筋萎縮の抑制を目的とした栄
養学的な介入を可能にする可能性が示された。また、その
作用機序として、骨格筋におけるインスリン作用の増強が
関係している。 
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